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尊
敬
さ
れ
る
親
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
も
。

　
　
　
　
（「
家
庭
教
育
手
帳
」か
ら
）

総
合
相
談
（
無
料
）

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

１
月
８
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所　

　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

１
月
12
日
㈫
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支

　

所

　

☎
42-

２
５
４
５

　

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど

も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職

の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

１
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32‒

９
１
２
２

　

町
内
Ｉ
Ｐ
８‒

32‒

９
１
２
２　

　
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
」

「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
」
と
い
う
人

は
、
な
か
な
か
人
か
ら
信
頼
さ
れ
な

い
も
の
で
す
。
子
ど
も
が
そ
う
い
う

こ
と
を
し
た
と
き
、
ち
ゃ
ん
と
正
さ

な
い
と
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
勘
違

い
し
た
困
っ
た
人
に
育
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
の
子
だ
け
良
け
れ
ば
い
い
」

と
い
う
考
え
方
（
自
子
主
義
）
は
や

め
て
、
間
違
っ
た
こ
と
は
愛
情
を

も
っ
て
本
気
で
叱
り
、
正
し
く
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
親
自
身
も
ル
ー
ル
に
反
す

る
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
信
頼
さ
れ
、

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾｣

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

　

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

　
　

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の

17
時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話
予

約
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
５
人
）。

総
合
相
談(

無
料)

町県民税第４期と国民
健康保険税第７期の納
期限は２月１日(月）です。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
日
時　

１
月
20
日
㈬

母
子
自
立
支
援
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

「
良
い
こ
と
を
し
た
と
き
は

し
っ
か
り
ほ
め
て
」

無
料
法
律
相
談

◆
日
時　

１
月
13
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
11
会
議
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ　
８-

32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火

曜
日)　

10
時
〜
正
午
（
１
／
５
・

12
・
19
･
26
）

◆
日
時　

２
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　

國
田
武
二
郎
弁
護
士

　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分
（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
名
（
予
定
）

※
予
約
は
１
月
18
日
か
ら
行
い
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
住
民
課
と
富
来
支
所
総

合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ　

８-

32-

９
１
１
２

　◆開設日時
　　毎週水曜日　午後１時30分～午後３時30分

　◆開設場所

町長談話室を開設します

月　日 場　所
１月　６日（水） 役場本庁舎　１階　副町長室
１月１３日（水） 富来支所　　１階　会議室
１月２０日（水） 役場本庁舎　１階　副町長室
１月２７日（水） 富来支所　　１階　会議室

◆ご利用にあたってのお願い
　⑴ 事前予約は不要です。当日、受付に申し出てください。
　⑵ 受付で住所・氏名・ご意見等の内容を記載してください。
　⑶ 談話時間は、原則１回10分程度となります。
　⑷ 人数は、部屋の広さの都合上4人までとなります。
　　（人数が５人以上の場合は、事前にご相談ください。）
　⑸ 都合により開設できない場合は、当日有線放送でお知らせ　　
　　しますが、念のため、電話などで開設の有無をご確認ください。

◆お問い合わせ先　志賀町総務課　人事秘書担当　
　　　　　　　　☎３２-９３１１　町内IP ８- ３２- ９３１１

　住民の皆さまのご意見・ご提案などを町長が直接お伺いし、まちづ
くりに反映させるため、『町長談話室』を開設します。
　お気軽にお越しください。

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ　
８-

32-

９
３
４
１
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て
ん
と
市

◆
日
時　

１
月
26
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

安
全
に
運
行
す
る
た
め

の
お
願
い

　《シルバー人材センターで働いてみませんか！》
　町内に住むおおむね60歳以上の、常用就職す
ることは望まないが、「自らの能力や経験を生か
して働く機会を得たい」という健康で働く意欲の
ある人なら誰でも会員になれます。
　入会は随時受け付けていますが、奇数月の第
３水曜日は入会説明会を開催します。参加を希
望する人は、事前に志賀事務所か富来事務所ま
でご連絡ください。

【今月の入会説明会　開催日時】
　１月20日(水)　午後２時～
◆事務所業務時間　　月曜日～金曜日
　８時３０分～１７時１５分
◆お申し込み・お問い合せ
　社団法人 志賀町シルバー人材センター 
　志賀事務所（給食センター隣）
　☎ ３２－９９１１　 FAX  ３２－９９１２
　富来事務所（地域福祉センター内）
　☎ ４２－２１７０　 FAX  ４２－２７０７

○対象者　　
　治療を受ける以前に町内に１年以上住所を有している夫
婦で、不妊症に関する治療費を支払った方
○助成金額　
　特定不妊治療に関する治療費は、石川県の助成金を除い
た額の７割。
　一般不妊治療に関する治療費は、２分の１で上限年７万
円、２年間。以降は保険適用外の治療費分のみ７割を助成。
○申請期間　
　診療日の属する年度内（年度とは4月1日～ 3月31まで）
　ただし要綱改正による経過措置として、平成22年３月
末までは診療して１年以内の申請もできます。
○申請先　
　志賀町子育て支援課
申請に必要な書類など詳細は、町ホームページをご覧にな
るか、直接子育て支援課へお問い合わせください。
お問い合わせ先　　子育て支援課　☎３２－９１２２
　　　　　　　　　　　　町内ＩＰ８-３２- ９１２２

志賀町不妊治療費助成を志賀町不妊治療費助成を
申請する方へ申請する方へ

高
浜
高
校
研
究
発
表
会

◆
内
容　

高
浜
高
校
普
通
科
、
機
械

シ
ス
テ
ム
科
の
３
年
生
（
49
人
）
が
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
課
題
研
究

の
時
間
に
、
興
味
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
に
分
か
れ
て
１
年
間
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表

し
ま
す
。

　

普
通
科
で
は
国
際
理
解
、
福
祉
と

共
生
、
志
賀
郷
発
掘
と
３
つ
の
テ
ー

マ
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究
し
て
き

た
内
容
を
発
表
し
ま
す
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
科
で
は
専
門
知
識

や
技
術
を
通
じ
て
製
作
し
た
電
光
掲

示
板
や
人
力
ボ
ー
ト
な
ど
の
成
果
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

　

地
域
の
生
徒
を
応
援
、
激
励
す
る

た
め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
参
観

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

 

13
時
〜
16
時
30
分

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

２
階 

大
ホ
ー
ル

や
す
ら
ぎ
荘
を
休
館
し
ま
す

　

や
す
ら
ぎ
荘
の
改
修
工
事
の
た

め
、
左
記
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

◆
休
館
予
定
日　

　

１
月
18
日（
月
）〜
３
月
31
日（
水
）

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
１
２

　

町
内
Ｉ
Ｐ　

８-

32-

９
１
１
２

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
１
／
7
・
14
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
１
／
21
･
28
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
１
／
6
・
20
）

平
成
22
年
度
の
学
校
給
食
食
材

納
入
希
望
者
を
受
付
し
ま
す

◆
資
格
対
象　

学
校
給
食
食
材
取
扱
店

お
よ
び
町
内
食
品
製
造
・
販
売
店

◆
申
込
期
間　

　

２
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
ま
で

　

な
お
、納
入
資
格
の
有
効
期
間
は
、

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

問
志
賀
町
高
浜
町
ワ
の
135
番
地

　

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
32-

１
２
９
８　

　

町
内
Ｉ
Ｐ　

８-

32-

１
２
９
８

積
雪
時
の
バ
ス
運
行
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
県
道
や
町
道
、
バ
ス
の
反
転
場
所

な
ど
で
の
違
法
駐
車
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
積
雪
で
竹
や
立
木
な
ど
が
道
路
に

覆
い
か
ぶ
さ
り
、
運
行
障
害
と

な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
原
則
地
権
者
が
伐

採
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
想
定
で
き
る
と
こ
ろ

は
区
長
さ
ん
か
ら
地
権
者
に
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
、
対
処
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

③
積
雪
や
凍
結
な
ど
で
道
路
状
況
が

危
険
な
場
合
は
、
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

年
末
年
始
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

12
月
31
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈰

は
運
休
と
な
り
ま
す
。

シルバー人材センター
からのお知らせ
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　農林業センサスは、我が国の農林業の生産構造や
就業構造、農山村地域の実態を明らかにすることを
目的に５年ごとに実施している大切な調査です。
　農林業センサスには農林業の経営主に経営の現状
をお聞きする「農林業経営体調査」と市区町村と農業
集落の代表者など地域の実情に精通している人に農
山村地域の現状をお聞きする「農山村地域調査」の２
つの調査があります。
■プライバシーの保護について
　調査は統計法に基づく基幹統計調査として実施し
ます。
　この法律では調査内容を統計以外の目的に使用す
ることが堅く禁じられていますので、調査結果が税
金の徴収に使われるようなことは一切ありません。
　また調査員にも守秘義務がありますので、調査で
知り得た情報が他人に漏れることはありませんし、
調査票についても紛失・盗難に遭わないよう厳重に
管理されます。

「日本年金機構」１月から始まる！「日本年金機構」１月から始まる！

農林業センサス　農林業センサス　みなさんにみなさんに
統統計調査のお願いです計調査のお願いです（２月１日実施）

※1ng-TEQ/㎥ Nは、空気１㎥中に物質が1ng含まれる
ことをいい、1ng(ナノグラム)とは、10億分の1グラム
を表す。
　石川北部RDFセンターの詳細については、同施設の
ホームページ（http://www.scnet.tv/~rdf）をご覧く
ださい。

炉 測定結果 単位
環境保全
協定値

国の
排出基準

１号炉 0.00000009
ng-TEQ/㎥ N 0.01 １

２号炉 0.00000012

※窓口業務は１月４日（月）から開始いたします。

　みなさんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現
を目指し、社会保険庁は『日本年金機構』として生ま
れ変わり、社会保険事務所は『年金事務所』となります。

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　
　日本年金機構の設立に伴い、みなさんに新たな手続
をしていただくことはございません。
○ 「年金事務所」の所在地、電話番号は変わりません。
○ 年金の支払いや、各種の届出も、これまでと同じ
です。
○ 職員一同、気持ちをあらたに出直しますのでよろ
しくお願いします。
社会保険庁・社会保険事務局・社会保険事務所

農業委員会委員選挙人名簿の農業委員会委員選挙人名簿の
登録申請について登録申請について

　平成22年１月１日現在で調整する農業委員会委
員選挙人名簿の登録申請書は、12月中旬に区長（生
産組合長）を通じて配布しました。地区ごとに取り
まとめの上、１月10日までに農業委員会事務局ま
で提出してください。
◎選挙人名簿に登録される人
　平成22年１月１日現在で町内に住所があり、平
成２年４月１日以前に生まれた人で、次の①②のい
ずれかに該当する人。
①10アール以上の農地を耕作している人
②①の人の同居の親族か配偶者で、年間60日以上
農地耕作に従事している人
※詳細については、お近くの農業委員または委員会
事務局（農林水産課　☎32-9290または町内IP8-32-
9290）までお問い合わせください。

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
志
賀
町
女
性
団
体
協
議
会
様
か

ら
、
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
を
社

会
福
祉
向
上
に
２
万
円

◇
志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

志
賀
支
部
様
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
お
よ

び
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
に
集

ま
っ
た
お
金
を
社
会
福
祉
向
上
に

９
万
１
千
１
８
５
円

◇
志
賀
町
婦
人
加
工
連
絡
会
様
か

ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
て
ん
と
市
の

収
益
金
の
一
部
を
社
会
福
祉
向
上

に
１
万
５
千
円

◆
１
日
（
祝
）　

６
時
30
分
〜　

　

能
登
空
港
で
「
初
日
の
出
」
を
見
よ
う

◆
10
日
（
日
）　

13
時
〜

　

披
露
…
鵜
川
獅
子
舞
保
存
会
、
生

田
流
正
派
苗
代
社
中
筝
通
会（
琴
演
奏
）

　

振
る
舞
い
…
ぜ
ん
ざ
い（
数
量
限
定
）

◆
17
日
（
日
）　

13
時
〜

　

演
奏
…
雷
神
旭
太
鼓

　

振
る
舞
い
…
ぜ
ん
ざ
い（
数
量
限
定
）

◆
24
日
（
日
）　

13
時
〜　

　

演
奏
…
輪
島
ま
だ
ら
保
存
会
、
山

田
流
山
木
会
西
村
社
中
（
琴
演
奏
）

　

10
時
〜
16
時　

　

振
る
舞
い
…
２
Ｆ
特
設
日
本
庭
園

で
「
お
茶
会
」

初
春
を
、
能
登
空
港
で

過
ご
し
ま
せ
ん
か

石川北部 RDF センター　石川北部 RDF センター　
ダイオキシン類測定結果を公表しますダイオキシン類測定結果を公表します

　私達の家庭から出される可燃ごみは固形燃料（ＲＤ
Ｆ）に成型され、志賀町にある「石川北部ＲＤＦセン
ター」で焼却処理されています。
　焼却時に発生する排ガスについては、周辺の生活環
境に影響が出ないよう日夜厳しく運転しています。

ダイオキシン類測定結果（平成21年9月19日測定分）
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志
賀
町
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
集
い

豊
か
な
心
を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い

　健康で生きがいのある人生を送るためには、一人ひとりの生涯にわたる学習が必要です。
『いつでも・どこでも・だれでもが学べる』生涯学習社会の実現を目指して、今年度も「志
賀町生涯学習フェア」を実施いたします。

内容：【大ホール】

・開会行事、生涯学習功労者表彰

津軽三味線奏者

永  村   幸  治　さん

Profi le: 2005 年、津軽三味線全国大会
inKOBE 一般の部優勝をはじめ、全国
大会で多数の受賞歴を持つ。現在、吉
田兄弟の弟「吉田健一」さんがプロ
デュースする、津軽三味線ユニット「疾
風（はやて）」に参加

　

11
月
29
日
（
日
）
文
化
ホ
ー
ル
で
、「
志
賀
町

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
集
い
、
豊
か
な
心

を
育
む
志
賀
町
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の「
集
い
」は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
心

豊
か
で
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
グ
ッ
ド

マ
ナ
ー
啓
発
標
語
優
秀
作
品
の
発
表
と
表
彰
、

小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
、
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
７
人
の
児
童
・
生
徒
が
発

表
を
行
い
、
日
頃
の
思
い
や
、
目
標
、
周
囲
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
堂
々
と
語
り
ま
し
た
。

ど
の
発
表
も
す
ば
ら
し
く
、
参
加
者
ら
の
共
感

と
感
動
を
呼
び
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
講
師
の
横
矢
真
理
さ
ん
が

「
地
域
で
育
む
子
ど
も
達
の
安
心
、
安
全
」と
題

し
て
講
演
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
危
険

と
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
気
を
つ
け
た
い

こ
と
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【標語優秀賞受賞者の皆さん】

【素晴しい意見発表を
　　　　行った児童、生徒】

　

11
月
23
日（
月
）総
合
体
育
館
で
、
第
21
回
志

賀
町
綱
引
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
小
学
生
の
部
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
の
部
19
チ
ー
ム
、

約
２
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
は「
志
賀
Ｆ
Ｄ
」、女
子
の
部
は「
が

ん
ば
る
母
ち
ゃ
ん
ず
」、
男
女
混
合
の
部
は「
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
マ
ン
ち
ゃ
ん
，
Ｓ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

　

２
位
以
下
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】  

②
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
マ
ン
ち
ゃ
ん
，
Ｓ

　
　
　
　
　

  

③
が
ん
ば
る
父
ち
ゃ
ん
ず

【
女
子
の
部
】  

②
上
熊
の
プ
ー
さ
ん　

　
　
　
　
　

  

③
下
甘
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
男
女
混
合
の
部
】  

②
掘
松
ヤ
ン
キ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

  

③
土
田
Ａ

　

12
月
６
日
（
日
）
金
沢
市
で
行
わ
れ
た
、

第
27
回
石
川
県
綱
引
選
手
権
大
会
女
子
の

部
に
お
い
て
、
ス
パ
ー
ク
志
賀
が
４
連
覇

を
果
た
し
、
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
ガ
ン
バ
レ
！
ス
パ
ー
ク
志
賀
!

【勝利を目指して！】

・記念講演（講演と演奏）
　講演　津軽三味線奏者　永村 幸治　さん
　演奏　永村幸治 with Sound Splash

津軽三味線　永村　幸治　さん
ド　ラ　ム　米田　雅人　さん
ベ　ー　ス　馬場　建史　さん
ピ　ア　ノ　コナカデ ノブエ　さん

　・公民館教室講座受講生によるアトラクション

　【文化ホール館内】
　・公民館による活動写真の展示
　・講座受講生による作品展示

記念講演

志
賀
町
綱
引
選
手
権
大
会
開
催

県
大
会
で
志
賀
ス
パ
ー
ク
が
４
連
覇
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鳥
た
ち
も
し
ば
し
憩
ひ
て
冬
田
か
な　
　
　
　

裏
田　

弘
美

柊
の
つ
ぶ
や
く
ご
と
く
花
こ
ぼ
す　
　
　
　
　

北
谷　

芳
子

一
本
の
筋
の
通
れ
る
木
の
葉
か
な　
　
　
　
　

坂
下　

草
風

実
南
天
映
り
し
池
の
静
も
れ
り　
　
　
　
　
　

坂
下　

豊
子

叱
ら
る
る
時
だ
け
マ
ス
ク
我
慢
の
子　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

気
多
の
杜
架
け
て
海
へ
と
冬
の
虹　
　
　
　
　

土
田　

清
枝

折
り
折
り
の
句
に
支
へ
ら
れ
冬
籠　
　
　
　
　

土
田
ま
つ
い

木
の
間
よ
り
う
つ
す
ら
見
ゆ
る
冬
の
月　
　
　

中
田　

淑
子

夜
も
す
が
ら
声
を
荒
げ
て
北
下
し　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

ひ
さ
か
た
の
凪
に
船
出
や
磯
千
鳥　
　
　
　
　

藤
田　

君
枝

大
屋
根
の
落
葉
掃
き
を
り
空
に
舞
ふ　
　
　
　

淵
端　

三
之

寒
き
夜
や
一
字
を
探
す
眼
の
疲
れ　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

菊
花
展
友
の
賞
札
二
つ
三
つ　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

外
江

誤
解
す
る
耳
が
若
干
年
を
と
る　
　
　
　
　
　

山
本　

静
香

簡
単
に
喋
っ
た
言
葉
誤
解
さ
れ　
　
　
　
　
　

坂
下
二
三
子

愛
想
を
言
え
な
い
た
ち
で
誤
解
さ
れ　
　
　
　

石
田　

雪
路

誤
解
か
ら
ボ
タ
ン
を
一
つ
掛
け
違
え　
　
　
　

木
村　

貞
涼

話
し
合
い
誤
解
が
解
け
て
笑
み
浮
ぶ　
　
　
　

須
曽　

正
子

誤
解
苦
に
川
の
流
れ
が
羨
ま
し　
　
　
　
　
　

前
田　

志
津

海
原
で
育
っ
て
川
に
戻
る
鮭　
　
　
　
　
　
　

村
中　

光
彦

川
の
字
に
寝
た
あ
の
頃
に
戻
り
た
い　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

ふ
り
か
え
る
川
の
流
れ
の
よ
う
に
生
き　
　
　

西
尾　

善
春

良
き
時
代
桜
並
木
と
川
遊
び　
　
　
　
　
　
　

坂
野
か
ほ
る

こ
れ
か
ら
と
七
転
八
起
の
面
構
え　
　
　
　
　

地
頭
ひ
ろ
し

す
て
ね
こ
が
い
つ
の
間
に
や
ら
わ
が
家
族　
　

木
村
よ
し
子

清
流
も
時
に
は
濁
り
牙
を
剥
く　
　
　
　
　
　

小
松　

彰
一

幸
せ
に
な
ろ
う
と
式
を
上
げ
た
は
ず　
　
　
　

芝
山　

照
子

こ
の
頃
は
朝
日
に
希
望
持
つ
幸
を　
　
　
　
　

長
田
千
枝
子

幸
せ
の
笑
顔
重
ね
た
笑
い
じ
わ　
　
　
　
　
　

古
森　
　

勝

人
並
み
の
暮
ら
し
と
健
康
そ
れ
で
幸　
　
　
　

田
畑　

幸
子

幸
せ
な
人
生
だ
っ
た
と
他ひ

と人
が
決
め　
　
　
　

池
田　

洋
子

年
金
が
暮
ら
し
支
え
る
日
々
の
幸　
　
　
　
　

平
島　
　

凡

あ
れ
と
こ
れ
欲
し
い
欲
し
い
と
日
が
暮
れ
る　
　

窪　
　
　

洋

後
期
で
も
食
欲
も
あ
り
酒
も
あ
り　
　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し

欲
張
ら
ず
心
に
充
電
頑
張
る
ぞ　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

年
寄
れ
ば
段
々
欲
が
深
く
な
り　
　
　
　
　
　

赤　
　

ふ
じ

雪
吊
り
を
し
て
晴
れ
つ
づ
く
兼
六
園　
　
　
　

森
下
い
わ
お

と
は
申
せ
出
雲
へ
行
か
ぬ
風
邪
の
神　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

余
白
に
は
下
手
な
俳
句
や
賀
状
書
く　
　
　
　

冨
地　

重
内

明
け
お
そ
し
ボ
ン
〈
時
計
六
つ
打
つ　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

甲か

ひ斐
路
へ
と
枯
葉
の
淵ふ

ち

を
幾
つ
越
え　
　
　
　

小
島　

史
子

落
葉
踏
む
浄
土
の
道
を
独
り
行
く　
　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

山
茶
花
や
苔
む
す
庭
に
ひ
ら
ひ
ら
と　
　
　
　

新
澤　

和
子

黄こ
う
ら
く落

や
奥
へ
奥
へ
と
山
や
ま
ん
で
ら寺　

　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

落
花
生
掘
れ
ば
大
小
の
俵
か
な　
　
　
　
　
　

安
井
ふ
さ
の

虎も
が
り落

笛ふ
え

猫
に
暖
と
る
児
の
寝
息　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

初
冬
の
息
吹
き
見
せ
る
や
演
劇
堂　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

走
り
根
の
続
く
境
内
落
葉
掃
く　
　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

お
互
い
の
残
る
齢と
し

な
ど
お
で
ん
鍋　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

欲
深
い
心
の
思
い
顔
に
出
る　
　
　
　
　
　
　

中
畑　

良
則

肩
の
荷
を
卸
す
が
五
欲
捨
て
き
れ
ず　
　
　
　

小
松　

康
子

人
間
は
欲
と
仲
良
し
あ
の
世
ま
で　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

欲
し
が
っ
て
捨
て
ず
に
残
し
ゴ
ミ
の
山　
　
　

岩
井
マ
サ
子

人
の
世
は
欲
が
道
連
れ
切
れ
ぬ
仲　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

■ 

コ
ラ
ム 

■

　
『
頭
の
体
操
、
気
分
転
換
に
川
柳
を
』

　
　
　
　
　
　
　

西
浦
川
柳
会
代
表　

西
尾　

善
春　

　

川
柳
は
十
七
文
字
と
い
う
短
い
文
章
に
四
季
折
々

の
感
情
、
心
情
を
託
し
、
人
間
関
係
の
潤
滑
油
に
な

り
、
頭
の
体
操
、
気
分
転
換
に
最
適
で
す
。
川
柳
は
、

五
、七
、五
の
リ
ズ
ム
で
人
間
を
う
た
う
日
本
特
有
の

短
詩
で
、
現
代
の
川
柳
会
を
担
っ
て
い
る
の
は
紛
れ

も
な
く
女
性
で
す
。

　

生
活
の
中
で
ふ
と
思
っ
た
こ
と
を
気
軽
に
ど
ん
ど

ん
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。
女
の
人
は
自
分
の
思
い
を

は
っ
き
り
と
川
柳
の
中
に
吐
き
出
す
意
向
が
強
く
、

川
柳
は
格
好
の
は
け
口
に
な
り
ま
す
。
川
柳
は
人
間

を
テ
ー
マ
に
す
る
文
芸
だ
か
ら
、
思
い
切
っ
て
心
の

中
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
解
消
や

ボ
ケ
防
止
に
役
立
ち
、
貴
女
の
心
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す

る
、
そ
れ
が
川
柳
で
す
。

　

月
一
回
の
句
会
に
宿
題
は
二
題
出
て
、
そ
れ
か
ら

句
を
仕
上
げ
る
ま
で
に
約
二
三
日
間
あ
り
、
紙
と
ペ

ン
さ
え
あ
れ
ば
、
修
正
も
何
度
で
も
出
来
ま
す
。
気

軽
に
始
め
て
、
一
生
楽
し
め
、
コ
ツ
を
つ
か
め
ば
誰

に
で
も
簡
単
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
詠
む
の
が
一
番

で
す
。
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
詩う
た

の
ひ
ろ
ま
り　

新
春
増
刊
号
》
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回
覧
板
届
け
し
朝
の
す
が
し
き
に
う
す
水
色
の

雪
虫
の
舞
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

実
盛
の
首
洗
い
し
は
ど
の
あ
た
り
鎮
魂
な
す
や

黄
蝶
が
ふ
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

カ
レ
ー
味
が
甘
く
な
い
か
と
白し

ら

が

こ

髪
の
息
子
を

な
ん
ど
も
責
め
る
母
は
老
い
た
り　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

柿
紅
葉
一
夜
に
散
り
て
と
お
ば
か
り
残
り
し
柿
に

鳥
の
群
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

福
浦
の
灯
台
望
む
道
沿
い
に
黄
の
色
咲
か
す
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
野　

法
子

留
守
宅
に
冬
は
来
た
れ
り
白
椿
散
り
ゆ
く
時
も

濁
り
な
き
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
谷
美
津
子

代
を
つ
ぎ
て
屋
し
き
樹
天
を
つ
く
ま
で
に

い
ま
伐
か
る
る
と
言
ふ
畏
れ
つ
つ
ゐ
る　
　
　

安
中
加
奈
子

い
つ
に
な
く
今
年
の
餅
の
味
の
よ
さ
案
じ
ゐ
る
う
ち
に

早
や
年
の
暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

そ
の
角
の
教
会
を
右
に
旧と

も友
を
見
舞
う
午
後
の
舗
道
に

イ
チ
ョ
ウ
散
り
敷
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

子
規
が
下 

漱
石
二
階
に
住
み
し
と
う
苔
む
す
庵

松
山
に
見
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

新
し
き
年
を
迎
え
て
老
い
て
な
お
無
事
に
越
た
き

三
つ
の
坂
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智　

子

彼
の
女ひ

と性
と
白
壁
通
り
散
策
す
街ま
ち

は
倉
敷
川
辺
の
柳　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

廃
校
の
グ
ラ
ン
ド
端
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
切
ら
れ
し
「
根
元
」

新
芽
煌
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪　

門

晩
秋
に
友
と
歩ゆ

く
道
三
千
院
も
み
じ
の
紅あ

か

に
心
や
す
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

悲
し
み
が
癒
え
ぬ
間
も
な
く
時
が
過
ぎ

ふ
た
た
び
め
ぐ
る
冬
の
海
・
・
・　
　
　
　
　
　
　

美
枝
子

愛
犬
と
小
春
日
和
の
散
歩
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

子

赤
い
羽
根
一
番
先
に
投
か
ん
す
る　
　
　
　
　

瀬
戸　

栄
子

地な

い震
越
え
て
常
磐
の
松
の
祖
院
か
な　
　
　
　

深
美　

白
鳥

一
湾
の
波
の
穏
や
か
海
鼠
捕
り　
　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

ふ
た
り
歩
む
銀
杏
並
木
の
黄も

み
じ葉

か
な　
　
　
　

堀　
　

綾
子

初
霜
や
鯨
百
頭
能
登
岬　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

り
ん
ご
狩
り
背
の
び
し
て
ゐ
る
八
十
才　
　
　

安
田
紀
美
恵

褒
め
ら
れ
て
土
産
に
持
た
す
お
で
ん
か
な　
　

前
川
美
代
子

苅
田
に
は
白
鳥
の
群
ク
ー
ウ
ク
ー
ウ
と
互
い
に
呼
ぶ
か

陽
の
そ
そ
ぐ
午
後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

去
り
が
た
き
思
ひ
残
り
ぬ
楽
し
げ
に
鴨
等
た
わ
む
れ

泳
ぐ
鴨
池　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

吹
き
荒
れ
し
日
々
の
続
く
も
今
日
は
は
れ
晩
秋
の
空

鳶
の
舞
い
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後　

一
子

夢
殿
の
秘
め
た
る
扉
開
か
れ
て
救
世
観
音
の

静
か
な
る
ゑ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

　

文
化
ホ
ー
ル
で
、
第
１
、３
水
曜
の
月
２
回
、
20

人
ほ
ど
の
教
室
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
の
中
村
さ
ん
は
、
昔
か
ら
の
着
物
生
活
の
中

で
守
ら
れ
て
き
た
約
束
事
を
、
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

美
し
く
着
物
を
着
て
も
ら
い
た
い
と
指
導
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

教
室
生
ら
は
、
タ
ン
ス
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
な
り

が
ち
な
着
物
を
、「
美
容
院
に
行
か
な
く
て
も
、
自

分
で
着
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
、
い
ち
ば
ん
嬉
し

い
」、「
着
る
と
気
持
ち
が
ひ
き
し
ま
り
、
晴
れ
や
か

に
な
る
、
や
は
り
日
本
の
民
族
衣
装
、
自
分
が
日
本

人
だ
と
実
感
す
る
」
と
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
今
年
か
ら
の
人
た
ち
は
、
指
導
を
受

け
な
が
ら
も
な
か
な
か
ピ
シ
ッ
と
な
ら
な
い
と
、
お

互
い
に
確
認
し
あ
い
、
ま
た
、
２
年
目
以
降
の
人
た

ち
は
、
お
互
い
に
手
伝
い
あ
い
、
お
話
を
楽
し
ん
で

着
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
度
後
半
に
か
け
て
は
、
式
服
や
訪
問

着
の
着
付
け
も
練
習
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

●
開
催
日
時

　
　
　

第
１
、３
水
曜　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

●
開
催
場
所　

文
化
ホ
ー
ル

【普段着とたいこ帯
　　　　　の着付け】

【
グ
ル
ー
プ
教
室
紹
介
】

着
付
け
教
室

 

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

一
人
一
作
品
に
て
送
付
く
だ
さ
い
。

　

■
送
り
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
８
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。　
　

文

芸
教
室

作　
品　
募　
集


